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冊．永久方形区にかかわる地点の土壌調査＊

　1．調査地区の概況

　調査地区は高浜発電所南側山地である。この山地は最大標高約240mの独立峰をもち、常緑広葉

樹林でおおわれている。表層地質は、疑灰質の内浦層群を主とするが、低海抜地では流絞岩であ

る。また、山頂および申腹の平担部、緩斜面は赤かっ色を呈する古期堆積物におおわれている。

　2．土壌調査地点

　土壌断面調査は植生調査が行われた永久方形区に近接した場所で、代表的と思われる地点を6

ヶ所（Nr．KT－1、3、9、12、13、16）調査した。

　3．土壌の分類

　調査地点に出現した土壌型は次のようである。これによれば、大きく、赤色土と褐色森林土に

わけることができる。赤色土は、山頂付近および、中腹の平担部や広尾根に見られ、残積土の形

態を呈している。褐色森林土は、この山地のほとんどをおおっているが、崩積性の強い場所をは

ぶいては黄色系もしくは赤色系の褐色森林土が分布している。

　各、土壌亜群について略述すれば、次のようである。

　赤色土（R）

　淡色で薄いA層、赤平ないし明赤褐色（5YR4／6より赤みが強い）B層、　C層をもつ、酸性の

土壌である。

　褐色森林土（B）

　（Ao）一A－B－C層をもち、溶脱、集積は認められない。　B層は普通、褐色を呈し、一般に酸

性ないし弱酸性の土壌である。

　黄色系褐色森林土（y8）

　褐色森林土にくらべて、～般にA層は淡色で、層厚は薄く、B層およびC層の色調は黄色みが

強い。

　赤色黒褐色森林土（rB）

　褐色森林土にくらべて、一般にA層は淡色で、層厚は薄く、B層およびC層の色調は赤みが強

い。赤色風化の影響をうけて、赤みの強い母材から生成された福色森林土である。酸性が強い。

＊：この項は中林和重氏による。
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4。土壌の分布

調査地区における母材、地形、土壌の分布は、下図のように模式化される。
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　5．土壌断面の概略

　永久方形区番号　Nr．　KT－1

（1）土壌型
　　、
　　　BD

（2＞土壌断面の概略

　　Ao層はあまり発達していない。　A層は腐植に富み、暗褐色で20c瑚程度の厚さがある。このう

　ち、上部の約5cmの深さまでは団粒状構造がよく発達してやわらかい。　A層下部は角礫を含ん

　でおり、やわらかい塊状構造が弱く発達している。A層全体の厚さは約40cmあり、BD型土壌と

　してはA層の発達がよい土壌である。B層は褐色で角礫を含み、粗孔隙があって、比較的やわ

　らかい。

（3）土壌断面
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　永久方形区番号　Nr．　KT－3

（1）土壌型

　　　yBB

②　土壌断面の概略

　　厚さ3cmほどのし、　F層の下に黒褐色の細粒状のH層がフィルム状にあ｝）、その下に腐植で

　いくぶん汚れた暗オリーブ褐色のA層（厚さ約15cm）がある。構造は粒状および堅果状であり、

　オリーブ褐色で堅いBC層に推移する。

（3）土壌断面
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　永久方形区番号　Nr．　KT－9

（1）土壌型

　　　RB

（2）土壌断面の概略

　　うすいF層、およびレンズ状に存在するH層の下に白色菌糸を認め、粒状および細粒状構造

　をもつうすいA層がある。その下に明赤褐色で堅密なB層があり赤褐色のBC層に漸変ずる。こ

　の土壌断面付近は広尾根であり、侵蝕によって地表から赤褐色の土層がみられる所が多い。

（3）土壌断面
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　永久方形区番号　Nr．　KT－12

（1＞土壌型

　　　，BD（d）

（2）土壌断面の概略

　　3cm程度のF、　H層があり、H層にはマット状の白色菌糸を認めることができる。　A層は腐

　植に嘉み、かなり厚い（20c鶏前後）が、構造は粒状と塊状である。　B層には堅果状構造がみら

　れ、よく風化した赤褐色のC層へ漸変している。

　　この土壌はA層の発達状態から考えて、BD型土壌に属すと考えてよいが、　Ao層およびB層

　の様子からすると、土壌表層がかなり乾燥しやすい状態にあると考えられる。

（3）土壌断面
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　永久方形区番号　Nr．　K’r－13

（1）土壌型

　　　yBB

（2）土壌断面の概略

　　Ao層がよく発達しており、特に、　H層がいちじるしい。　A層は弱い団粒構造をもつが、層厚

　は10cm以下にとどまり、明黄褐色でち密なB層へ推移する。

㈲　土壌断面
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　　永久方形区番号　Nr．　KT－16

ω　土壌型

　　　　Rc

（2＞土壌断面の概洛

　　　Ao層はあまり発達せず、暗かっ色のうすいA層がみられ、赤褐色でち密なB層へ漸変ずる。

　　AB層およびB層上部には、堅果状構造が発達している。

（3＞土壌断面
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